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地域未来デザイ ン センタ ー　 特任教授　 　 仲　 井　 康　 通　

地域未来デザイ ン センタ ー　 特任准教授　 藤　 室　 玲　 治　

１ 　 相双地域支援サテラ イ ト による支援活動

　（ 加藤まゆみ・ 梅津彩音・ 皆川咲子・ 吉田英仁・ 山﨑和子・ 佐藤孝雄・ 坂地ġ麻美子・ 谷平ġ香里・ 櫻井聖子・

西康一・ 長田滉央）

　 相双地域支援サテラ イ ト は、 被災地域と 福島大学を つなぐ 現地の拠点と し て、 東日本大震災発生から 一

年後の2012年６ 月、 川内村に設置し た。 現在は、 富岡町と 浪江町に拠点を 置き 、 被災12市町村を 対象に、

地域が抱える課題の解決や教育環境の向上、 情報発信などの支援活動に取り 組んでいる。

１ －１ 　 地域復興・ 帰還促進支援「 被災市町村の課題解決支援」

　 ⑴　 役場職員と の意見交換会「 明日を 考える会」 の開催

　 　 　 役場若手・ 中堅職員を 対象に、 意見交換等を 通し ての地域課題解決に向けた取組みなどについて勉

強会を 行っ ている。 今年度は「 移住定住促進と 地域住民のコ ミ ュ ニティ 」 や「 創業支援・ 働き 方、環境」

などを テーマと し て取り 上げ実施し た。

　 　 ・ 第１ 回　 日時： ５ 月27日㈮　 場所： ŭŪůŬる大熊　 参加者数： ８ 名

　 　 ・ 第２ 回　 日時： ９ 月16日㈮　 場所： 浪江町ふれあい交流センタ ー　 参加者数： 10名
　 　 ・ 第３ 回　 日時： 11月11日㈮　 場所： も り も り ラ ンド かつら お他　 参加者数： ８ 名

　 　 ・ 第４ 回　 日時： ２ 月９ 日㈭　 場所： 楢葉町ŬŢŴũŪŸ Ţź Ţ、 ń ŐŅŐŖ 　 参加者数： ６ 名

　 　 ・ 第５ 回　 日時： ３ 月７ 日㈫　 場所： 双葉町駅西住宅周辺（ 予定）

　 ⑵　 農業再生に向けての支援

　 　 　 浪江町には大規模な牧場の建設が予定さ れており 、 飼料用作物は浪江周辺市町村の地産地消が見込

めるこ と から 、 農業の再生、 遊休農地の有効利用の支援に取り 組んでいる。 また、 地域の要望に対し

て、 現場と 福島大学と のつなぎ役と し て、 食農学類、 環境放射能研究所等の関係機関と のマッ チング

を 行っ ている。

　 　 ・ 飼料作物の試験栽培にかかる作業手配等の支援

　 　 ・ 水稲の生育不良の原因等について調査、 得ら れた情報の近隣農家への提供

　 　 ・ 農家の方を 対象と し た説明会の開催

　 　 　 　 環境放射能研究所「 浪江町で栽培し た野菜類に関する研究結果」

　 ⑶　 被災地スタ ディ ツアーの実施

　 　 　 被災地域を 対外的に開かれたも のにし 、地域情報の発信、人と 人と の繫がり を 目的に実施し ている。

　 　 ①　 ６ 月29日㈬～30日㈭　 および　 ７ 月22日㈮～23日㈯

　 　 　 対象： 日本時計協会、 時計メ ーカ ーエンジニア　 のべ９ 名

　 　 　 内容： 請戸小学校、 東日本大震災・ 原子力災害伝承館視察　 他

　 　 ②　 ７ 月８ 日㈮

　 　 　 対象： 芝浦工業大学岡野研究室　 教員・ 学生　 ７ 名

　 　 　 内容： 被災市町村の概要、 復興状況の説明　 他

プロデュ ース部門（ 復興創生担当）
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　 　 ③　 11月９ 日㈬

　 　 　 対象： 福島学院大学、 桜美林大学、 福島大学　 教員・ 学生　 18名
　 　 　 内容： 原子力災害伝承館視察、 ワーク ショ ッ プ（ 地域の現況、 地域サポート の在り 方）　

　 　 ④　 11月14日㈪～15日㈫

　 　 　 対象： ŏ őŐ法人ガリ レ オ工房　 教員・ 学生　 ８ 名

　 　 　 内容： 川内村秋元正教育長講話、 双葉郡内の被災地域・ 施設視察

　 　 ⑤　 ２ 月24日㈮

　 　 　 対象： 大学生　 20名（ 予定。 福島大学、 東北大学、 早稲田大学、 神戸大学等）

　 　 　 内容：「 富岡×仕事ġ魅力発掘１ 日イ ンタ ーン」 と 称し 、 富岡町に立地する企業の視察、 と みおかプ

ラ スが2023年夏に実施する、 富岡町の企業でのイ ンタ ーンシッ ププログラ ムについてのアイ デ

ア出し 。

　 ⑷　 役場等と の連携活動

　 　 ①　 楢葉町活性化協議会

　 　 　 　 楢葉町内の企業･団体で構成さ れている 楢葉町活性化協議会（ 月１ 回） に参加し 、 事業の検討を

行う と と も に、 他の参加機関と 連携し て地域の活性化に向けた活動を 行っ ている。

　 　 ②　 富岡町、 浪江町、 大熊町、 双葉町に対するサポート

　 　 　 　 富岡町・ 浪江町に設置し ているサテラ イ ト を 核と し て、復興途中にある富岡町・ 浪江町・ 大熊町・

双葉町等のニーズに対応し た支援を 行っ ている。

１ －２ 　 教育環境の整備「 被災地の教育環境向上」　

　 ⑴　 教育ワーク ショ ッ プの開催

　 　 　 被災12市町村の幼・ 小・ 中学生を 対象と し たワーク ショ ッ プを 開催し た。

日程 内　 　 　 容 対　 　 象 講　 　 　 師
人
数

１ ġ
５ İ ８

７ İ 21
10İ 21

ひろ の元気教室

・ 食育学習

・ 移動プラ ネタ リ ウム星空教室

・ 英語ワーク ショ ッ プ

ひろ の元気教室児童
ふく し ま食育実践サポータ ー

㈱Ŕŕ ł œœŊŏ ň ġőō ł ŏ ņ ŕ ł œŊŖ Ŏ

福島大学学生

4
15
5

２ ġ ５ İ 14 バド ミ ン ト ン部活指導
いいたて希望の里学園

バド ミ ン ト ン部員
福島大学バド ミ ン ト ン 部 9

３ ６ İ 15 大き なアート ワーク ショ ッ プ ふたば幼稚園園児

福島大学渡邉晃一教授他

3

４ ġ
６ İ 15
12İ 21

美術指導 双葉中学校生徒 9

５
６ İ 20
７ İ ４

木育ワーク ショ ッ プ
な みえ 創成ク ラ ブ ハウ ス

児童
ŇŪŮ ŴŵŶť ŪŰ

8
8

６ ７ İ ７
人権教育に繫がる スポーツ 活動

について

双葉南・ 北小学校児童

　 　 　 〃　 教員
福島大学蓮沼哲哉准教授他

29
19

2022年度教育環境整備 実施ワーク ショ ッ プ
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日程 内　 　 　 容 対　 　 象 講　 　 　 師
人
数

７

７ İ 22

７ İ 23
時計組立教室

飯舘放課後児童ク ラ ブ

児童

広野小学校児童

日本時計協会、 時計メ ーカ ーエ

ンジニア

21

13

８
７ İ 25
　 Į28

動画制作ワーク ショ ッ プ 川内小中学園児童 合同会社ņ ŴűŦųŰ 11

９ ８ İ ３ 福島大学ミ ニコ ンサート
な ら はっ 子こ ど も 教室児

童
福島大学中畑淳教授他 19

10
８ İ ５

９ İ 17
１ İ ６

部活指導（ バド ミ ン ト ン・ 卓球）

なみえ創成中学校

バド ミ ン ト ン 部員、 卓球

部員、 顧問

福島大学バド ミ ン ト ン部員、 卓

球部員

7
5
7

11

８ İ 23

12İ 21

移動プラ ネタ リ ウム星空教室

な みえ 創成ク ラ ブ ハウ ス

児童、 に じ い ろ こ ど も 園

園児他

ふたば幼稚園園児、双葉南・

北小学校児童

合同会社夢のほし ぞら 配達

37

33

12 ９ İ ７ 大型絵本と 紙芝居の公演 ふたば幼稚園園児他 福島大学児童文化研究会 7

13 10İ ９ 科学実験教室
な みえ 創成ク ラ ブ ハウ ス

児童、 生徒

福島高専植英規教授、 豊島晋准

教授
10

14
10İ ９

　 Į10

天神岬キャ ン プ体験

ĩ災害ボラ ン ティ アセン タ ーと の

連携Ī

な ら はっ 子こ ど も 教室児

童

福島大学災害ボラ ン ティ アセン

タ ー他
37

15 11İ 10 体力向上のための体操指導
ふたば幼稚園園児、双葉南・

北小学校児童
筑波大学体育大学院生他 31

16 11İ 14 理科実験教室 川内小中学園児童 ŏ őŐ法人ガリ レ オ工房 25

17 12İ 14 音楽鑑賞会
ふた ば幼稚園園児、 双葉

中学校生徒

福島大学中畑淳教授、 横島浩教

授他
13

18 12İ 26 ō ņ Ņサイ エンスワーク ショ ッ プ
な ら はっ 子こ ど も 教室児

童
福島高専植英規教授他 59

19
１ İ 20
１ İ 21

五 感 を 刺 激 す る 音 楽 ワ ー ク

ショ ッ プ

ふたば幼稚園園児

広野町小中学生
福島大学杉田政夫教授他

13
５

20
２ İ 20
予定

レ ゴロボプロ グラ ミ ン グ
な みえ 創成ク ラ ブ ハウ ス

児童
福島高専植英規教授 14

21
２ İ 25
予定

バド ミ ン ト ン 部練習試合
楢葉中学校バド ミ ン ト ン

部
福島大学バド ミ ン ト ン部 15
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　 ⑵　 保育職員、 保護者を 対象と し た研修

　 　 ①　 ７ 月６ 日㈬

　 　 　 対象： 楢葉町あおぞら こ ども 園職員他　 13名
　 　 　 内容： 特別支援が必要な子ども の特性や対応方法を 学ぶ研修会の開催

　 　 　 講師： 桜の聖母短期大学　 堺秋彦ġ教授

　 　 ②　 ９ 月14日㈬

　 　 　 対象： 双葉町ふたば幼稚園園児・ 職員他　 ８ 名

　 　 　 内容： 園児の体力向上を 図る プログラ ムの実技指導と 懇談会の開催

　 　 　 講師： 桜の聖母短期大学　 堺秋彦ġ教授

　 　 ③　 12月７ 日㈬

　 　 　 対象： 楢葉町あおぞら こ ども 園職員、 保護者他　 20名
　 　 　 内容： 子ども と の関わり 方や子育てのコ ツを 学ぶ研修会の開催

　 　 　 講師： 桜の聖母短期大学　 堺秋彦ġ教授

１ －３ 　 情報の発信

　 ⑴　 ニュ ースレ タ ー「 相双の風」 の発行

　 　 　 被災12市町村間の情報共有と サテラ イ ト の活動を 周知さ せるこ と を 目的に、 2016年から 季刊誌と し

て発行し ており 、 今年度は以下により 発行し た。

　 　 ・ 紙面： Ａ ３ 二つ折り （ 両面カ ラ ー）、4ĭ000部／回発行

　 　 　 　 　 　 季刊発行（ 秋号は新型コ ロナにより 発行中止）

　 　 ・ 配布対象： 被災地域の団体・ 個人、 県内の観光案内所ほか

　 　 ・ 配布方法： 団体へは郵送、 道の駅などには設置

　 ⑵　 ホームページ等による情報発信

　 　 　 サテラ イ ト の取組み内容を 周知するため、 活動内容の掲載や情報の開示を 行っ た。

　 ⑶　「 ふく し ま1 2 市町村ぐ るぐ るM AP」 の発行

　 　 　「 ふたばの明日を 考える 会」 でのアイ デアから 生ま れた便利マッ プ で、 双葉郡広域マッ プ と し て

2016年11月初版発行から 毎年更新を 継続し 発行し ている。

　 　 ・ 紙面： Ａ １ カ ラ ー　 200部、 Ａ ２ カ ラ ー　 30ĭ000部発行（ 予定）

　 　 ・ 設置場所： 12市町村役場、 まちづく り 会社、 観光協会、 ガソ リ ン スタ ンド 、 コ ンビニエンススト ア

など12市町村内を 中心に県内に配布

２ 　 その他の活動

２ －１ 　 復興支援活動紹介

　 ⑴　 出展イ ベント

　 　 　 紹介ブースを 出展し 、 センタ ーが取り 組む支援活動並びに福島の現状や課題を 紹介し ている。

　 　 ①　 ８ 月24日㈬～25日㈭　 環境放射能除染学会　 第11回研究発表会

　 　 　 会場： 郡山文化センタ ー

　 　 　 主催： 一般社団法人環境放射能と その除染・ 中間貯蔵および環境再生のための学会

　 　 　 出展内容： 被災地域に設置し た相双地域支援サテラ イ ト 、 学生団体災害ボラ ンティ アセンタ ーの活

動紹介
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　 　 ②　 10月22日㈯～23日㈰　 第７ 回防災推進国民大会2022ġŪů兵庫

　 　 　 会場： ŋŊń ł 関西

　 　 　 主催： 防災推進国民大会2022実行委員会

　 　 　 　 　 　（ 内閣府、 防災推進協議会、 防災推進国民会議）

　 　 　 出展内容： 東日本大震災から の復興の中での福島大学の取り 組み

　 ⑵　 被災地スタ ディ ツ アー（ 学内対象） の実施

　 　 ①　 ９ 月１ 日㈭

　 　 　 対象： 学生10名、 教職員10名
　 　 　 内容： 東京電力廃炉資料館、 第一原子力発電所視察

　 　 ②　 9月26日㈪

　 　 　 対象： 学生15名、 教職員５ 名

　 　 ġ　 内容： 東京電力廃炉資料館、 第一原子力発電所視察

２ －２  研究、 社会貢献活動等

〇復興創生担当と し ての研究、 活動等

　 ⑴　 受託研究

　 　 　「 南相馬地域商工業者経済状況調査」

　 　 　 東日本大震災発災以降、 原町商工会議所から の委託によ り 、 毎年度、 商工業者の実態調査を 実施し

ている。

　 ⑵　 科学研究費

　 　 　「 災害多発環境下の日本に住み続けるこ と の意味を 問う －忘却・ 無関心に抗う －」

　 　 　 東日本大震災・ 原子力災害など大規模な自然・ 人為災害を 対象と し 、 被災者・ 被災地の目線から 復

興を 検証するこ と 、 及び時間の経過が災害の「 忘却」 や「 無関心」 を も たら す要因を 分析し 、 その克服

に向けた制度設計を 進める。

〇藤室玲治の個人研究、 活動等

　 ⑴　「 ぼう さ いこ く たい2 0 2 2 」 での活動

　 　 　 10月23日㈰に、 第７ 回防災推進国民大会2022ġŪů兵庫（ 通称、 ぼう さ いこ く たい2022） で開催さ れ

たセッ ショ ン「 100年後の共感へ　 バズる災害伝承を さ ぐ ろ う 」（ 主催：【 現地共同企画】 伝承セッ ショ

ン2022）にパネリ スト と し て登壇し た。 また、同日、同会場で開催さ れた、「 ł ō ō ġŉ ł ŕ ひょ う ご防災フ ェ

スタ 」 の「 つなぐ 、地域と 大学の27年」（ 主催： 神戸大学地域連携推進本部） に登壇し 、 コ メ ント し た。

　 ⑵　 学会活動

　 　 　 11月26日㈯に、日本福祉教育・ ボラ ン ティ ア学習学会第28回こ う べ大会の課題別研究（ こ う べ企画）

Ａ 「 ボラ ンティ アの今と 未来～阪神・ 淡路大震災から １ 万日！」 において司会を 務めた。

　 ⑶　 福島高校高大接続講座（ 文型講座） での講義

　 　 　 11月30日㈬に福島高校の「 令和４ 年度１ 学年ŔŔ探究ġ高大接続講座」 に参加し 、「 住民と 地域の課題を

知るために―復興創生のためのコ ミ ュ ニケーショ ン・ デザイン 」と いう タ イト ルで福島高校生に講義し た。
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　 ⑷　 川内村役場庁舎整備検討委員会

　 　 　 川内村より 委嘱を 受け、 川内村役場庁舎整備検討委員会の委員と なり 、 12月21日に委員の互選によ

り 委員長に就任し た。

　 ⑸　 大学生ボラ ンティ アの交流促進

　 　 　 ２ 月22日㈬に宮城県丸森町において、 福島大学災害ボラ ンティ アセンタ ーと 神戸大学学生震災救援

隊の学生ボラ ンティ アの合同により 仮設住宅の清掃活動を実施。 両大学の学生の交流会も 実施する（ 予

定）。 また、 ３ 月６ 日㈪～８ 日㈬に、 神戸大学生ボラ ン ティ アと 東北地域の大学生ボラ ン ティ アの交

流を 岩手県陸前高田市で実施予定。


